シュリー・オーロビンドの『神の生命 霊的進化の哲学』の骨格と概要 by 山口,泰司
明治大学教養論集　通巻469号
（2011・3）　pp．205－252
シュリー・オーロビンドの『神の生命
　　霊的進化の哲学』の骨格と概要
山　口　泰　司
1．はじめに
　私は先般（2009年10月），近代インド最大の哲学者と唱われるシュリー・
オーロビンドの主著“The　Life　Divine”の翻訳を，『抄訳　神の生命一霊
的進化の哲学』と題して文化書房博文社より上梓することができた。私は，
その「あとがき」の，H「シュリー・オーロビンド略伝」に続く，皿「本書
「神の生命』の解説」において，当書の「理論的骨格の再構成の試み」を，
私自身の解釈にしたがって行った。
　しかしながら，原著の1，070頁にも及ぶ大著の骨格と概要を「あとがき」
のわずかな紙幅のうちに収めるためには，無理を承知のうえで，オーロビン
ド自身の理論に対する過度な簡略化と過度の稠密化を同時にはかることが必
要であった。
　そこで本稿では，その欠を補うべく，私の行った『神の生命』の「理論的
骨格の再構成の試み」に対して，やや拡大的な立場から，改めてオーロビン
ド自身の用語解説に従った敷術化をはかることで，解説規模の適正化をはか
りたい。
　幸い，「シュリー・オーロビンド・アーシュラム」当局から出版された
『シュリー・オーロビンドの著作の用語解説集』“Glossary　of　terms　in　Sri
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Aurobindo’s　Writings”には，『シュリー。オーロビンド全集』（生誕記念
版）全30巻から採取された，オーロビンド自身の手になる重要な用語のコ
ンパクトな解説が，網羅されているからである。
　本稿で私の採った方針は，あくまでも，先に行った私自身の「理論的骨格
の再構成の試み」の叙述をベースに，オーロビンドの用語をオーロビンド自
身に従って解説することであったが，全体の流れを少しでも明確にするため
に，叙述の主題を13の柱にしたがって明示したうえで，それぞれの柱に属
する用語の解説を少しでも系統立った立場から配置することであった。
　また，『用語解説集』からの用語解説の収録に当たって私が留意したのは，
あくまでもオーロビンドの思想の形而上学理論の根幹をなす“The　Life　Di－
vine”の記述を中心としながらも，その他，実践理論の根幹をなす重要な著
作一“The　Synthesis　of　Yoga”や“Letters　on　Yoga”など一の記述を
も重視した点である。その結果，本稿では，オーロビンド思想全般の概要を，
より拡大的な立場から示すことが出来たと考える。
　以下には，『神の生命一霊的進化の哲学』でのオーロビンド思想の概要
を，あらためて，能うるかぎりコンパクトなかたちで示したうえで，その思
想の展開の様子を私自身の解釈にしがって纏めた「柱」の標題を順に掲げる
ことで，本稿の内容紹介としたい。なお，各「柱」のもとには，平均してお
よそ8つの用語が抽出されて，しかるべき順序に配列されている。
　オーロビンドによれば，永遠の実在でもあり，永遠の意識でもあり，永遠
の至福でもある絶対者ブラフマンは，その全き自由意志にもとついて，イン
ヴォリューションという退縮のプロセスを繰り広げることで天地万物を形成
し，みずから無限に多様な物質的現実となってこの世にくだる。
　生命も意識も欠いた，ただの死せる物質的現実と見えるもののうちにも，
ブラフマンの永遠の実在と意識と至福とがそっくり姿なきままに息づいてい
るため，やがて時が到ると，死せる物質のうちから生命が目覚め，盲目的生
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命のうちから意識が目覚め，おぼろな意識のうちから精神が目覚めてくる。
インヴォリューションのプロセスによって形成された天地万物が，エヴォリュー
ションという進化のプロセスによって順次より高い世界に目覚めながら，有
限で束の間の世界を除々に脱して，もと来た絶対者ブラフマンの世界に近づ
いていくのである。だとしたら，精神に目覚めた人類が，すでに精神のうち
に息づいている超精神supermindや超理性superreasonに目覚めて，さら
に超人類への脱皮の道を辿り始めないはずはなく，古代インドのリシたちや，
天使・菩薩などに象徴されるような，慈悲と智慧の権化と化した存在にまで
高まれないはずはないではないか，というのである。
　このようなオーロビンドの主張を象徴するのが，「遍在する，聖なるまこ
との現実」という言葉であり，「インヴォリューシォンとエヴォリューショ
ンの循環」という言葉であり，「神の生命」という言葉であり，「全一的統合」
という言葉なのだと言ってよい。
　このように，存在する一切がまさに神の生命を宿した聖なる現実だとすれ
ば，私たちのからだやこの世の現実はもとより，膓長けた理性によるいかな
る二分法の片割れも，切り捨てられるべきものは一つとしてなく，存在する
一切が，本来の聖なる世界への脱皮をとげようとしている，なくてはならな
い私たち自身の仲間ではないか，ということになる。しかしこうしたすべて
の主張も，神の魂こそが我らが魂であり，神の生命こそが我らが生命なのだ
とする，ヴェーダーンタ哲学の本髄に発するものであることは，あえて言う
までもない。
2．用語解説への13の柱
??絶対者くブラフマン〉の本質
絶対者〈ブラフマン〉の力動的原理
絶対者〈ブラフマン〉の力動的展開一退縮と進化
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IV　絶対者〈ブラフマン〉の精神（＝〈超精神〉）の顕現
　　〈神々〉の精神（＝〈上位精神〉）の顕現
V　神の存在力〈シャクティ〉と，神の生気くプラーナ〉
　　神の魂〈プルシャ〉と，神の自然くプラクリティ〉
　　〈意識〉の進化（其の一），没意識から生気へ
　　〈意識〉の進化（其の二），精神から超精神へ
皿　〈大いなる自己〉および〈大いなる意識〉の諸相
　　神の魂〈プルシャ〉の進化
X　〈霊的進化〉の推進母体，〈チャイティア・プルシャ（心霊よりなる
　　自己）〉
　　〈魂＞Soulと〈霊魂＞Spirit
皿　く知識〉の諸相
皿　く三重の変容〉
3．注　　記
　なお各項目の記述のあとに，［18：123］，［22：256］などと記されている
のは，『シュリー・オーロビンド全集』（生誕100年記念版）の［第18巻：
123頁］，［第22巻：256頁］の意味である。同記念版全30巻の標題は以下
の通りである。
1．Bande　Mataram
2．Karmayogin
3．The　Harmony　of　Virtue
4．Writings　in　Bengali
5．Collected　Poems
6．　Collected　Plays
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?????????????????????Collected　plays
Translations
The　Future　Poetry
The　Secret　of　the　Veda
Hymns　to　the　Mystic　Fire
The　Upanishads
Essays　on　the　Gita
The　Foundations　of　Indian　Culture
Social　and　Political　Thought
The　Supramental　Manifestation
The　Hour　of　God
The　Life　Divine（Book　One　and　Book　Two，　Part　One）
The　Life　Divine（Book　Two，　Part　Two）
The　Synthesis　of　Yoga（Part　One　and　Two）
The　Synthesis　of　Yoga（Part　Three　and　Four）
Letters　on　Yoga（Part　One）
Letters　on　Yoga（Part　Two　and　Three）
Letters　on　Yoga（Part　Four）
The　Mother
On　Himself
Supplement
Savitri（Part　Qne）
Savitri（Part　Two　and　Three）
Index　and　Glossary
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4．用語解説
1　絶対者〈ブラフマン〉の本質
①〈ブラフマン＞Brahman
　「ブラフマン」とは，ものごとの観念と形態をともに支えともに充たして
いる，ものごとの「聖なるまことの現実」のことである。［17：166］
　実在のうちに潜むいかなる現実も，それによってその他すべてが存続する
ことになるのであれば，それは「ブラフマン」である。移ろいやすいもの一
切の背後に潜む一つの「永遠者」，見かけの姿一切のうちに姿なきままに包
み込まれている一つの「真理」，一切の変異を支えながらも，それ自体，増
えも減りも廃棄されもしない一つの「恒常者」，一実在を一つの問題とし，
私たち自身の自己を一つの神秘とし，この世の万象世界を一つの謎とするよ
うな，一つの知られざるXが存在しているのである。もしも私たちが，通
常の自己認識に写し出された姿そのままでしかないのであれば，神秘など何
も存在しないであろう。もしも世界が，感覚的認識と理性によるそれの厳密
な分析とによって理解しうるだけのものでしかなかったならば，謎など何も
存在しないであろう。もしも私たちの生を今あるままに受けとめ，世界を私
たちの経験に対してこれまで発展してきた姿そのままに受けとめることが，
私たちの知識と行為の可能性のすべてであるのならば，問題など何も存在し
ないであろう。あるいは何かあったとしても，それはせいぜいのところ，底
の浅い神秘，すぐにも解決される謎，子供じみたなぞなぞレヴェルの問題と
いったものでしかないだろう。けれども，それ以上のものが立派に存在する
のであり，その，それ以上のものは，「無限者」の姿なき頭，「永遠者」の秘
密のハートを形成しているのである。それは，「至高者」なのであり，この
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「至高者」は「一切者」なのである。それを超えたところには何もなく，そ
れより他には何もない。それを知ることは，「至高者」を知ることになり，
「至高者」を知ることによって「一切者」を知ることになるのである。と言
うのも，それが一切のものごとの始まりにして起源であるように，その他す
べてのものごとも，それ自身の帰結でしかないからであり，それが，一切の
ものごとを支え構成しているように，その他一切の秘密も，それ自身の秘密
によって説明されることになるからであり，それが一切のものごとの総計で
あり終局であるように，その他一切のものごとも，結局のところそこに帰着
し，自らをそこに投げ出すことによってそれ自身の実在の意味を成就するこ
とになるからである。［12：347－48］
　この世の万象世界に関して言えば，「ブラフマン」とは「至高者」のこと
であり，それ自身，この世の一切の観念と力と形態を等しく貫く霊的並びに
物質的な，意識ある質料であるばかりか，それらすべての起源にして支え，
支えにして所有者でもあれば，宇宙的並びに超宇宙的な大いなる「霊魂」で
もあるような，唯一無二の「聖なるまことの現実」のことである。私たちが
この世の万象世界をそれに還元することのできる最終項たる「力」と「物質」
も，「名称」と「形態」も，「プルシャ」と「プラクリティ」も，まだやはり
この万象世界の本質を，それ自身においても，またそれの性質においても，
100パーセント尽くしているわけではない。私たちがそれである一切が，精
神と生命と身体によって条件づけられることのないような大いなる至高の
「自己」の働きにして形態であり，それの精神的・生気的・物理的レヴェル
での表現であるように，この万象世界もまた，力と物質によっても，観念と
名称と形態によっても，「プルシャ」と「プラクリティ」の根本的区別によっ
ても，等しく条件づけられることのないような至高の実在の働きにして形態
なのであり，それの宇宙的な魂の表現でもあれば宇宙的な自然の表現でもあ
るのである。この万象世界となった私たちの大いなる「至高の自己」と「至
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高の実在」とは，一つの霊魂にして一つの自己，一つの自己にして一つの実
在なのである。「個別者」というのは，自然的本質においては，「普遍的存在」
の一つの表現なのであり，霊的本質においては，「超越者」からの流出なの
である。それと言うのも，もしも「個別者」が自分の自己に気づいたならば，
自分のまことの自己というのは，この自然的な「人格」でもなければ，この
生み出された個別性でもなく，かえって他の個別者たちや大いなる「自然」
との関係のうちにあるような，一個の普遍的な存在でもあれば，それ自身の
上向きの項目においては，大いなる至高の超越的「霊魂」そのものの，分け
御霊もしくは生ける前面でもあることに，気づくはずだからである。［20：
282］
　私たちは，「ブラフマン」を，「静止・固定」したものでもあれば「運動・
変化」しているものでもあるものとして，包括的に認識することが必要であ
る。私たちは「それ」を，永遠・不変の大いなる「霊魂」を通して眺めると
同時に，相対的な万象世界の変化・変滅と共にある一切の顕現現象を通して
眺めることが，必要なのである。
　私たちは，「空間と時間」のうちにあるもの一切を，したがって遥かなも
のも間近かなものも，その内容と出来事の一切をかかえた遠い「過去」も，
直々の「現在」も，無限の「未来」も，すべてを唯一つの「ブラフマン」な
のだと認識することが必要なのである。
　私たちは，「ブラフマン」を，「時間」をも「空間」をも「因果性」をも超
越した高みから一切の個別的な存在をも万象世界全体をも等しく越え，含み，
支えているものとして認識すると同時に，万象世界を住処として，万象世界
とそこに含まれる一切を意のままにするものでもあるものとして認めること
が，必要なのである。
　これが，超越と普遍と個別のすべてを備えた「ブラフマン」なのであり，
「主」なのであり，己れを制して万物に宿ることになった「大いなる霊魂」
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なのであり，一切の知識の唯一つの対象となるのも，これを措いてほかにな
い。これを悟ることが，「完全性」を成就して「不滅性」に到るための，条
件であり道なのである。［12：86］
　唯一無二の「聖なるまことの現実」たる「ブラフマン」は，同時にまた
「アートマン」でもあれば「プルシャ」でもあり，さらにはまた「主，イー
シュヴァラ」でもある。と言うのも，これらの用語はどれも，「直観」とい
う一つの根から育ったものばかりだからであるが，これらはいずれも，ある
種の包括的な明確さを備えている一方で，柔軟な適用にも向いているため，
曖昧な用法にも染まらず，あまりにも狭い制約を課してしまうような知的概
念の厳しいわなにもはまらずにすむのである。「至高のブラフマン」とは，
西洋の形而上学では「絶対者」と呼ばれているもののことである。しかし
「ブラフマン」は，また同時に，そこにおいては相対的なもの一切がそれの
形態であったり運動であったりするような，偏在する「聖なるまことの現実」
でもある。これは，一切の相対者を己れの懐にいだきとめるような「絶対者」
なのである。『ウパニシャッド』の主張によれば，「このもの」はすべて「ブ
ラフマン」である。「精神」も「ブラフマン」ならば，「生命」も「ブラフマ
ン」であり，「物質」もまた「ブラフマン」である。『ウパニシャッド』では，
風の神，ヴァーユに呼びかけて，「おお，ヴァーユよ。御身は，顕現隠れも
なき「ブラフマン」である」とも言っており，人間，獣，鳥，昆虫を指して，
それぞれを，「唯一者」に同一化しながら，「おお，『ブラフマン』よ。御身
はこの老人にしてこの少年，この少年にして，この少女，この少女にしてこ
の鳥，この鳥にしてこの昆虫である」とも言っている。「ブラフマン」は，
実在する一切を通して自らを認識する大いなる「意識」である。「ブラフマ
ン」は，「神」，「タイタン」，「デーモン」の力能を維持する「力」であり，
人間や動物を通して働き，「自然」のもろもろの形態やエネルギーを通して
働く「力」である。「ブラフマン」は，私たちの存在のエーテルであるよう
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な，そしてまた，それがなければいかなるものも呼吸をすることも生きるこ
ともできなくなってしまうような，そういう，ひそかなる実在の至福，「アー
ナンダ」である。「ブラフマン」は，ありとあらゆるものに宿る内なる「魂」
である。それは，「ブラフマン」が，自分の住処は創造される形態のひとつ
ひとつに合わせて，自らも形をとったためである。「存在者」たちの「主」
は，意識よりなる自己を通して意識を繰り広げると同時に，没意識的なもの
のうちにあっても「意識」そのものであるようなものであり，「力そのもの
であるような自然」にただ身を任せているだけの「多なるもの」の「主人」
として，これらを支配している「唯一者」なのである。「彼」は，「時間なき
時間」であり，みずから「空間」にして，「空間」のうちに住するもの一切
でもある。彼は「因果性」そのものでもあれば，原因にして結果でもある。
「彼」は，考える者にしてその考えであり，戦士にしてその勇気であり，賭
け事師にしてその賭けである。ありとあらゆる事実，ありとあらゆる様相，
ありとあらゆる外観が，「ブラフマン」である。「ブラフマン」は，「絶対者」
にして通信不能な「超越者」であり，宇宙を維持する「超宇宙的実在」にし
て一切を支える「宇宙大の自己」であるが，「彼」はまた，各人の自己その
ものでもある。魂すなわち心霊の存在は，「主，イーシュヴァラ」の，永遠
　　　みたまの分け御霊である。生あるものたちの世界にあって「生ある自己」となった
のは，「主，イーシュヴァラ」の，至高の「自然」もしくは「意識ある力」
である。ただひとり「ブラフマン」のみが存在するのであり，「それ」，ブラ
フマンゆえに，一切は存在するのであるが，そのわけは，一切が「ブラフマ
ン」そのものであるからにほかならない。この「聖なるまことの現実」こそ
が，大いなる「自己」のうちにも大いなる「自然」のうちにも等しく認めら
れる，一切万物を支える究極の現実なのである。「ブラフマン」すなわち
「主，イーシュヴァラ」は，自らの霊的意識力「ヨーガ・マーヤー」によっ
て，すなわち自己顕現を通して差し出される自らの「意識ある力」の力能に
よって，ありとあらゆる「このもの」となるのである。彼は，大いなる「意
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識よりなる自己」にして大いなる「魂」であり，大いなる「霊魂」にして大
いなる「プルシャ」であって，「彼」が一切万物であるのは，彼自身の「大
いなる超自然的本性」はすなわち，自立自存の意識ある実在の力によるので
ある。彼は，「イーシュヴァラ」はすなわち，全知全能の全治者であり，「彼」
が「時間」を通してみずからを顕現して，この万象世界を統治するのは，
「彼」自身の「シャクティ」はすなわち，彼自身の意識ある「力能」による
のである。［18：324－25］
②〈神（カミ）＞The　Divine
　「神」が「至高の真理」そのものであるのは，それ自身，一切がそこから
到来し，一切がそこにあるような，「至高の存在」であるからである。
　「神」は，一切がそこから到来し，一切がそこで生きているようなもので
あるため，今や「無知」によって曇ったものとなってしまった「神」の真理
に立ち帰ることが，生のうちにある「魂」の目標である。「神」は，それ自
身の至高の「真理」においては，絶対かつ無限の「平安」であり，「意識」
であり，「実在」であり，「力能」であり，「アーナンダ（至福）」なのである。
［23　：　1081］
「神」は，私たちにとっては3つの様相をもっている。
1．「神」は，一切のものごとや存在のうちに，またその背後に存在する，
　　大いなる「宇宙　大の自己にして霊魂」であり，この世の一切はそこ
　　から，またそれを通して顕現される。一もっともその顕現は，目下
　　のところ「無知」を通しての顕現でしかない。
2．「神」は，私たちの内にあって私たちを支配している大いなる「霊魂」
　　にして「主人」であるため，私たちが「無知」を脱して「光」へと成
　　長していくためには，私たちは，みずからの一挙手一投足を通して神
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　の意志に仕え神の意志を表現するすべを身につけることが，必要であ
　る。
3，「神」は，大いなる超越的な「存在」にして「霊魂」であり，全き
　「至福」にして「光」であり，まさに神的な「知識」にして「力能」
　であるため，私たちはこの至高の神的実在とその「光」の高みを目指
　して上昇して，それの「聖なるまことの現実」を，自分の意識と生の
　うちにますます多く引き下げることが，必要である。［23：509－10］
③　＜神＞God
　「絶対者」，「大いなる霊魂」，時空を超越した「大いなる自己」，「宇宙」を
通して明示される「大いなる自己」，大いなる「自然」の「主催者」一この
すべてが，私たちが「神」という言葉で言わんとしていることがらである。
［19：697－98］
　「神」は「一切者」であると同時に，この「一切者」をも超越し凌駕して
いるものである。「実在」するもので「神」でないものは一つとして存在し
ないが，神は，「神」自身の意識を象徴的にかたどったものを除いては，そ
うした実在のうちにあるいかなるものであるのでもない。［17：52］
　全実在が「ブラフマン」であり，「アートマン」であり，「主，イーシュヴァ
ラ」であり，これら三つの名称は，ただひとり実在する，名づけることので
きない「聖なるまことの現実」を指し示している。私たちがこの唯一つの現
実の実在に「神」という総称を与えることになるのは，私たちは最後には，
それが，自分についての意識を欠いた大いなる「実在」の一つの抽象的な状
態などであるのではなく，かえって，絶対者としてはみずからのうちに実在
するも，永遠者としては，世界を通してのみずからの多様な顕現となって，
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有限者の見かけをもって世界に実在している者たる自分に気づいているよう
な，そういう至高の「唯一者」であることが，分かるからである。［17：43］
　「神」は，唯一つの，不動にして永遠の「聖なるまことの現実」である。
「神」が「唯一者」であるのは，実在も非実在も含めて一切が「神」である
がゆえに，「神」のほかには何も存在しないからである。「神」が不動にして
不変であるのは，運動には「空間」における変化と「時間」における変化と
が含まれているのに対して，「神」は，「時間」と「空間」を超越した者とし
て，不変の存在だからである。「神」はみずからのうちに，現にあるもの，
これまでにあったもの，これからもつねにありうるものの一切を永遠に所有
しているがゆえに，「神」は，増えることもなければ減ることもない。「神」
は，「因果性」をも相対性をも等しく超越しているため，「神」の存在のうち
には関係性の変化も存在しないのである。［12：78］
　あらゆる実在が，その本質的性質が「意識」であるような一つの「存在」
であり，その機能的性質が「力」もしくは「意志」であるような一つの「意
識」である。そしてまた，この「存在」は「歓び」であり，この「力」もし
くは「意志」もまた「歓び」である。永遠にして奪うことのできない，「実
在」の「至福」，「意識」の「至福」，「力」もしくは「意志」の「至福」。こ
れがそれ自身への集中を通して休止の状態にあるか，それともこれが能動的
かつ創造的な状態にあるかは別として，まさしくこれこそが，「神」なので
あり，まさにこれこそが，私たちの本質，私たちの非現象的な自己なのであ
る。［18：142］
④＜サッチダーナンダ＞Sachchidananda
「神」は「サッチダーナンダ」である。「神」は，その本質が「意識」であ
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り，さらに言えぱ，その本質が「至福」でもあり，おのずからなる歓びでも
あるような，無限の「実在」として，みずから自己を顕かにする。みずから
の多様性を認識してもいればみずからの多様性を追求してもいるような「歓
び」が，言うなればこの万象世界となるのである。［12：96］
　「サッチダーナンダ」とは，高次の「プルシャ」が「顕現」したものであ
り，無限の存在と意識と力能と至福とよりなる「サッチダーナンダ」自身の
本性は，高次の「超自然的本性」すなわちパラー・プラクリティpara
prakrtiである。［12：89］
　「サッチダーナンダ」というのは，（「サット」，「チット」，「アーナンダ」
の，すなわち「実在」，「意識」，「至福」の）三つの様相を併せもった「唯一
者」のことである。「至高者」のうちにあっては，これら三つの様相は三つ
であって一つである。実在は意識であり，意識は至福であって，これら三者
は，このように不可分ではあるが，単に不可分だというにとどまらず，むし
ろ互いがどこまでも互い同士で一致しているため，互いに判然とすることも
決してない。［22：239］
　それは，私たちのなかにも他の者たちのなかにも，等しくみずからの営み
を見るような，一つの永遠の「実在」にして…一つの永遠の「意識」なので
あり，永遠の営みを通してみずから自己を示すような，一つの永遠の「意志」
もしくは一つの永遠の「意識＝力」なのであり，みずからについての歓びと
みずからの営み一切についての歓びを併せもった一つの永遠の「歓び」なの
であって一それでいて，それ自身は，不変・不動の，時間も空間も超えた，
至高の存在なのであり，それ自身は，みずからの営みの永遠性のうちにじっ
と住して，みずからの多様性によって変化をこうむることも，みずからの多
元性によって解体にさらされることもなく，「時間」と「空間」の海のなか
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は，みずからの営みの上げ潮によっても引き潮によっても，みずから増大す
ることもみずから減少することもなく，みずからの営みの見かけの相反性に
よってみずから混乱に陥ることも，みずからの営みに課せられた神意にもと
つく制約によってみずから制約を受けることも，等しくないような存在なの
である。「サッチダーナンダ」というのは，顕現されることがらの多面性が
一つになった統一性なのであり，それらの多様性と対立の一切が湛える永遠
の調和なのであり，それらの服する制約を義とするばかりか，それらのかか
える不完全性がみずから目指しもするような，永遠の完全性なのである。
［20：395］
⑤〈サット＞Sat
　「サット」は，「善」という意味と「実在」という意味を併せもつ。［13：
475］
　「サット」というのは，「存在」の本質のことであり，物理的「質料」が備
えている絶え間なく変化しつづける性質に基づいたこうした分割可能な存在
とは対照的な，永遠にして分割されることのない純粋無雑な存在のことであ
る。「サット」とは，物理的質料と対をなすような神的質料のことだと言っ
てよい。［12：84］
⑥〈チット＞Chit
　チット，すなわち「神の意識」というのは，やがて私たちが，一つの形態
のことでしかなく低次の制約された様相や運動のことでしかないと気づくは
ずの，私たち自身の精神レヴェルの自己認識のことではない。私たちが進歩
をとげて，自分のうちやもののうちには魂が潜んでいるのだということに気
づくようになるにつれて，私たちは，植物や金属，アトムや電気，物理的自
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然に属する一切のうちにも意識が存在しているのだということを，はっきり
と悟るようになるはずである。それは，実際あらゆる点で，精神レヴェルの
意識よりも低次の意識であったり，いっそう制約の多い意識であったりする
どころか，逆に，多くの「生命なき」形態のうちにあっても，表面近くの進
化こそさほどではないが，いっそう強烈ですばやく，しかもいっそう鋭くも
あることにさえ，気づくはずだ。けれども，このような，生気的ならびに物
理的レヴェルの「自然」が湛えている意識も，「チット」はすなわち，神的
意識とくらべたならば，いっそう低次の，したがってまた，いっそう制約の
多い様態にして運動でしかない。意識のこうした低次の様態たちが，一つの
不割不能な実在のうちにあって，意識の，より劣った水準たちを構成する要
素となっているのである。私たち自身においても，私たちの下意識よりなる
自己のうちにおいては，そこから私たちの身体としての自己の基盤が形成さ
れるまさに「生命なき」物理的「自然」の働きそのままの働きや，植物的生
命の働きそのままのまた別の働きや，私たちのまわりの低次の動物たちの働
きそのままのさらにまた別の働きなどが，存在しているのである。…私たち
が自分のうちに，こうした標準以下の自己たちや人間以下の水準たちをかか
えているように，私たちのうちには，精神としての自己を超えたところに，
超常的な水準や超人間的な水準が存在しているのだ。そこにあって「チット」
は，実在の普遍的な意識要因として，他のさまざまな原理に則り，他のさま
ざまな行動機能に従って，他のさまざまな構えをとったり，他のさまざまな
様態に移行したりしているのである。…「超精神」の水準を超えてはいるが
「超精神」を通して手に入れることも可能なものとして，さらにまた別の水
準も存在していて，そこでは，この地上のさまざまな形成や経験のために用
いられるこの多種多様な意識一切の，根本起源にして原初的完全体としての
「チット」の姿が，それ自体として顕現されているのである。そこでは，意
志，知識感覚をはじめ，私たちのその他すべての機能，さまざまな力能や
経験様態などが，単に調和と共存と統一を保っているだけではなしに，それ
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らのすべてが一つの「大いなる意識よりなる自己」を形成し，一つの大いな
る「意識ある力」となってもいるのである。「真理」の地平に立ってみずか
ら超精神となったり，精神の地平に立ってみずから精神レヴェルの理性，意
志，情緒感覚となったり，より低次の地平に立ってみずから生気もしくは
物理レヴェルの本能となったり，表面では自らを意識によって制することの
ないような定かならざる力の，衝動や習性となったりしようと，みずから自
己を修正・変容させているのは，まさにこの「チット」にほかならない。一
切が，神的意識は「チット」であるのは，一切が，まさに神的実在は「サッ
ト」よりほかのいかなるものでもないからである。一切が，大いなる「根源
的意識」そのものが採る多種多様な運動であるのは，一切が，大いなる「根
源的実在」が採る多種多様な運動にほかならないからである。［20：371，
372－73］
⑦〈アーナンダ（至福）＞Ananda
　「アーナンダ」というのは，一つの感じられるべきことがらである。一そ
れは，ただの喜びのことではなく，何かずっと深くてはるかに本質的なこと
がらなのだというかたちで，否定的に定義するしかないようなことがらなの
である。［Guidance　H：206］
　「アーナンダ」は，「宇宙意識」に属するような至福の，エキスのエキスで
あって，その活性状態にあっては，「宇宙意識」の，自己創造の歓びにして
自己経験の歓びとなって現われる。［15：93］
　「アーナンダ」とは，「生命」および「物質」の外向きの接触と，喜びと悲
しみ，快と苦などそれらの肯定・否定両様の反応とにふりまわされている，
感覚と情緒とからなる生とは対照的な，「無上の幸福」のことであり，意識
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ある全き「実在」と「エネルギー」が味わう至福のことである。「アーナン
ダ」は，低次の情緒的並びに感覚的な存在の，神的片割れなのである。［12二
85］
　神の「アーナンダ」こそが，「至福」の原理なのであって，ここから「人
間」という実在も，この「精神よりなる自己」も，等しく引き出されるので
ある。ある種の密かな「歓び」こそが，実在の基盤なのであり，実在を維持
する大気なのであり，実在そのものの質料なのだと言ってもよい。『タイッ
ティリーヤ・ウパニシャッド』では，それなくしてはいかなるものも存在の
うちにとどまることはできないような，至福にみちた天上の大気なのだと言っ
ている。…「歓び」こそが，感覚の〈存在理由〉なのであり，感覚というの
は，実在の密かな歓びを物理的意識の用語に置きかえようとする，一つの試
みのことにほかならない。［10：249］
　この，最初にして最後の，永遠の「実在」は『ヴェーダーンタ』学派が眺
めたとおり単に裸の実在でもなければ，ただの力や力能の露出にすぎないよ
うな意識しか伴っていない実在でもなく，かえってそれは，その存在がそっ
くりそのまま至福であり，その意識がそっくりそのまま至福であるような意
識ある実在なのだ。絶対的実在には，無も，無意識の闇も，欠乏つまりは
「力」の欠如も，存在しえないように一何かそんなものが存在したとすれ
ば，それは絶対的存在ではなくなってしまうだろう一苦しみもまたありえ
なければ，歓びの欠如もまたありえない。意識ある実在の絶対性とは，意識
ある実在の無限の歓びのことで，両者は同じ存在の相異なる様相にすぎない。
全き無限性，全き永遠性，全き絶対性とは，純粋無垢なる歓びのことである。
私たち相対的な人類でさえ，不満というものはどんなものも，ある種の限界
のこと，ある種の障害のことで，満足が訪れるのは，差し止められていたも
のが実現されたり，限界や障害が超出されたり克服されたりしたときだとい
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うことは，身をもってよく知っている。それは，私たちのもともとの存在が
果てしない無限の自己意識とおのずからなる力とをみずから余すところなく
備えた，絶対者に他ならないからだ。つまりは，おのずからなる歓びをもっ
てまたの名とする，ある種の悠揚として迫らざる冷静・沈着の姿こそが，私
たちのもともとの存在に他ならないからである。そして，相対的なものがそ
うした悠然たる姿に触れるにしたがって，それは少しずつ満足へと近づき，
しだいに歓びに触れるところとなっていくのである。［18：91－92］
　この「アーナンダ」というのは，結局のところ，いかなるものであろうか。
精神はそこに，ただ心地よい心理的状態を見ることができるばかりであるが，
一もしも「アーナンダ」がただそれだけのものでしかなかったならば，神
に帰依する熱烈な信仰の徒，バクタも，神秘家も，そこに，天にも昇らん悦
惚境を見出すことはできないであろう。「アーナンダ」があなたのうちに侵
入してくるときというのは，まさしく「神」the　Divineがあなたのうちに
侵入してくるときのことなのである。［22：173］
　「アーナンダ」とは，「ブラフマン」の本質そのものである。それは，遍在
する「聖なるまことの現実」の，至高の本性なのである。［19：990］
⑧＜聖なるまことの現実＞Reality
　それから形成されたどんなものよりも，それのどのような顕現形体よりも，
いっそう偉大でさらに永続的であるような「聖なるまことの現実」というも
のが，言いかえるならば，「全実在の真理」というものが，存在するのであ
る。
　…この「聖なるまことの現実」は，存在するどんなものにも潜んでいて，
それ自身の形成体のひとつひとつに，独自の存在価値と存在力能を与えてい
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るのである。［19　1048］
　無限の実在，無限の意識，無限の力にして意志，存在の無限の歓びこそが，
この万象世界のもろもろの見かけの姿の背後に潜んでいる「聖なるまことの
現実」なのである。［19：755］
　遍在する「聖なるまことの現実」こそが，生命と実在の一切にわたる真理
なのであって，そのことは，その生命と実在が絶対的なものであるとなしに
も，またそれが，有体的なものであるとなしにも，有生的なものであるとな
しにも，さらには知性的なものであるとなしにも，いささかもかかわりなく
真実である。そしてこの「聖なるまことの現実」は，私たちの日常体験に最
も身近なもろもろの矛盾から，「名づけえぬもの」に境を接するところで姿
を消してしまう私たちにも最も疎遠な二律背反にまでいたる，それ自身の無
限に多様で絶えず対立を繰り返してもいる自己表現の一切を通して，あくま
でも「一なるもの」として存在しているのであって，ただの総和とか集合と
して存在しているのではない。あらゆる変化は，まさにこの一者としての
「聖なるまことの現実」から発するのであり，まさにこの一者としての「聖
なるまことの現実」のうちに存するのであり，まさにこの一者としての「聖
なるまことの現実」へと帰入するのである。あらゆる肯定が否定されるのは，
同じ「聖なるまことの現実」をより広い立場から肯定するためでしかなく，
あらゆる二律背反がたがいに反目するのは，己れの対立的様相を通して一つ
の「真理」を認め，己れの葛藤を通して相互の「統一」を迎え入れるためで
しかない。［18：33］
　本質的な「聖なるまことの現実」と，それに依拠したところから生まれる
現象的な「聖なるまことの現実」と，これら両現実をめぐって私たち自身の
感覚的経験と理性から二次的に生み出されてしまうような，狭く限定されて
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しばしば誤解に誘うこともある経験および観念を，たがいに区別することが
必要である。［18：472］
H　絶対者〈ブラフマン〉の力動的原理
①大いなるく意識＞Consciousness
　意識は，実在の根本として，実在の基盤を形成している。一この世とこ
の世の一切を生み出すのは，意識のエネルギーであり，意識の意向であり，
意識の運動である。一マクロコスモスもミクロコスモスも，己れを整えつ
つある意識よりほかのいかなるものでもない。［22：236］
　普通私たちが意識という言葉で言っているのは，人間が眠ったり，ぽうっ
としていたり，自分の物理的ならびに超物理的な感覚方法を奪われたりして
いないときに，自分のからだの大部分を通して我がものとしているような，
心の目覚めた状態を指す私たちの最初の明らかな観念である。この意味では，
意識が，物質的宇宙という秩序のあくまでも例外ではあっても常態でないの
は，明らかである。私たち自身，意識をつねにもっているわけではない。け
れども，意識についてのこういう通俗的で浅薄な考え方は，私たちの日常的
な思考や連想に今なお深い影響を与えているとはいえ，今や哲学的思考から
きっぱりと姿を消すのでなければならない。と言うのも，私たちのうちでは，
眠っているときにも，ぼうっとしていたり，麻酔をかけられたり，気絶した
りしているときも，言いかえるならば，私たちの肉体的存在が明らかに無意
識状態にあるどんなときにも，意識的なものが働いていることを，私たちは
知っているからである。そればかりか，今では私たちは，自分の目覚めた状
態にあっても，私たちが自分の意識と呼んでいるものは私たちの意識存在全
体のごくわずかな一部でしかないと昔の思想家が言明したのは正しかったの
だと，つくづく思うことだろう。私たちが意識と呼んでいるものは，意識の
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表層のことでしかなく，私たちの精神構造の全体でさえないからだ。その背
後には，それよりずっと広大な閾値下のサブリミナルな精神や下意識の精神
が広がっていて，それが私たちの大部分をなすものとして，まだ誰も測った
ことも突きとめたこともないほどの高さと深さを湛えているのである。［18：85］
　このように考えると，意識という言葉の意味は必然的に変わってこざるを
えなくなる。意識というのは，もはや知性の同義語ではなく，かえって実在
の自己認知力を指すものとなり，知性はこの力の中間項となる。つまり意識
は，知性をさらに下って生命の運動や物質の運動にまで及び，私たちにとっ
ての下意識となる一方で，また意識は，知性をさらに超えて超精神的なもの
にまで及び，私たちにとっての超意識となるからだ。とは言え意識は，一切
のうちにあって同じ一つのものにとどまりながらも，また同時に，自分をさ
まざまなかたちにつくりあげてもいるのである。これは，またしても，それ
自体がエネルギーとしてもろもろの世界をつくりあげている大いなる「神的
意識」は，「チット」というインドの概念である。［18：88］
　意識の本質は，自らと自らの対象についての気づき（直覚知）の力能にあっ
て，しかもこの力能の本質は，直接的にして自己充足的，自己充足的にして
完壁である点にある。ところが私たちの意識は，その働きの点で，間接的に
して不完全，不完全にして非充足的であるうえ，さまざまな構築された道具
立てにも依存して，ここ，地上の意識は，ヴェールをまとった根源的「根本
無知」のただなかから身を起こしつつあるも，今なお，「没意識」に固有な
最初の「根本無知」をかかえて，それに包まれているのである。［19：1017］
　意識は，実在に元々備わった一つの「聖なるまことの現実」である。意識
は，表面では活発に働くことなく沈黙・不動の状態にあるときも，やはりそ
こに存在しているのであり，意識は，表面からは姿をかくして外向きの事物
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に反応することも外側の事物から感知されることもないままに，内側に引き
払ってそこで働いているときもそこで働いていないときも，やはり同じよう
にそこに存在しているのであり，私たちには全くもって存在していないよう
に思われ，私たちの眼には無意識の生命なき存在のように見えるときも，や
はり同じようにそこに存在しているのである。
　意識は，自己とものごとに気づくことのできる力能であるばかりか，それ
自身，力動的かつ創造的なエネルギーとなったり，みずから力動的かつ創造
的なエネルギーを帯びたりもするのである。意識は，自分に固有な反応を決
定することもできるし，どんな反応もしないでいることもできる。意識は，
さまざまな力に応えることができるばかりか，自分のうちからさまざまな力
を生み出して，それらの力をみずから発揮することもできるのである。意識
は単に神の大いなる「意識」，「チット」であるばかりか，神の大いなる「意
識ある力」，「チット・シャクティ」でもあるのだ。［22：234］
②〈意識ある力＞Conscious　Force
　もろもろの世界を造りあげる力は，一つの大いなる「意識ある力」なので
ある。［18：90］
　この世におけるどんな営みも，つまりは，精神的・生命的・物理的レヴェ
ルのいかなる活動も，ものごとの宇宙的かつ個別的な真理を成就する大いな
る「宇宙霊魂」そのものの力能たる普遍的「エネルギー」は，大いなる「意
識ある力」の働きでしかない。［19：923］
③〈意識ある力〉と〈大いなる存在＞Conscious　Force　and　Being
普遍的な創造女神としての，神の「マーヤー」としての，至高の「大いな
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る自然」パラー・プラクリティPara・Prakritiとしての，大いなる「意識あ
る力」チット・シャクティChit－Shaktiとしての，「聖なる大母神」のエネ
ルギーは，大いなる宇宙大の「自己」と，主「イーシュヴァラ」と，一つの
二重原理としての彼女自身の自己＝力そのものを，等しく同時に顕現する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みわ　ざ「大いなる存在」，「大いなる自己」，「主，イーシュヴァラ」がその御業をな
されるのは，彼女を通してであり，「主」は，彼女によらずしては，いかな
ることをもなすことはない。「主」の意志が彼女のうちに内在しているとは
いえ，みずからのうちに一切の魂と存在をかかえた至高の「意識ある力」と
して，またみずからが大いなる執行的「自然」として，一切を成就するのは，
まさしく「聖なる大母神」にほかならない。一切は，大いなる執行的「自然」
に従って実在するとともに行為するのであって，一切は，彼女が主の実在を
そこに投影してできた無数の形態と運動を通して行われる，「意識ある力」
による，大いなる「存在」の戯れにみちた顕現にほかならないのである。
［18：356］
④大いなる〈自己＞Self
　「自己」というのは，
とである。［13：244］
私たち自身の，自立自存の，大いなる「存在」のこ
　「自己」は存在であって存在者であるのではない。「自己」という言葉が意
味しているのは，全体で一つであるような，意識ある本質的「実在」のこと
であるQ［23：1071］
　「個別者」に対する「至高者」というのは，私たち自身の最も高い大いな
る「まことの自己」のことであり，私たちが結局のところみずからの本質に
おいてそれであるところのもののことであり，私たちがみずからの顕現され
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た本性においてそれに属しているところのもののことである。内なるまこと
の「自己」に辿りつきたいという思いにかられている霊的知識は，知識の伝
統的な方法が退けてきたように，紛らわしい外観や見かけはすべて退けない
わけにはいかない。それは，「身体」が私たちの自己であるものでも，私た
ちの実在の基盤であるのでもないことを発見しなければならないのである。
「身体」というのは，「無限者」を感知することのできる一つの形態でしかな
いのだから…。
　脳や神経やからだで働いている「生命」や生気やエネルギーが，私たちの
「自己」であるのでもない。それは，「無限者」の一つの力能ではあっても，
「無限者」の全力能であるのではないからだ…。
　「精神」や，私たちの精神構造や，ものを考えものを理解する私たちの部
分もまた，私たちの「自己」であるのでも，「かのもの」であるのでもなく，
終局であるのでも，始源であるのでもない。それは，「無限者」から投げか
けられた一つのうす明かりでしかないからだ。…知識の伝統的な道に従うこ
の方法は，こうしたもの一切を除外することで，おのずからなる自覚とおの
ずからなる至福とを湛えた，精神にも生命にも身体にも条件づけられること
のないような，しかもそれ自身の究極の決定的経験からしたら「アートマン」
はすなわち大いなる「自己」でしかなく，私たちの実在の根源的かつ本質的
な本性でしかないような，意識ある純粋無雑な実在に帰着する。ここに到っ
て，ある種の中核的真理がやっと見出されるわけであるが，この知識は，何
とか早くここに辿りつこうと逸るあまり，思考をこととする精神と「至高者」
の間には何も存在しないのだと思いこんでしまい（思惟機能の上にあるもの，
それが「彼」であるbuddheb　paratastu　sab），「三昧，サマーディ」のな
かで自分の眼を閉じてしまって，大いなる「霊魂」のこうした光り輝く偉大
な王国を眼のあたりにすることさえないままに，実際にはその中間に介入し
てくるもの一切をあっという間に辿りぬけてしまおうとするのである。おそ
らくこの知識は，己れの目標に辿りつくことはつくにしても，それはただ
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「無限者」のうちで眠りこけてしまうためでしかないだろう。あるいは，か
りにこの知識が目覚めつづけていたとしても，それは，みずからを失効させ
つつある精神がまだ登場しうるかぎりでの「至高者」をめぐる最高の経験を
通してのことではあっても，「至高者」をめぐる文字通り至高の経験，パラー
トパラparatparaを通してのことではない。「精神」には，精神を通して希
薄なものとなってしまった霊性を通して大いなる「自己」の存在に気づくこ
とができるだけであり，精神によって考察されたかぎりでの「サッチダーナ
ンダ」の存在に気づくことができるだけである。最高の真理，つまりは全一
的統合のおのずからなる知識が獲得できるのは，「絶対者」へのこうした自
分から盲目に陥ってしまった飛躍によってではなく，かえって精神を超えて，
「無限者」がその果て知れぬ豊かさの全幅を通して知られ，感じられ，眺め
られ，体験されるような「真理＝＝意識」のうちへと漸進的に帰入していくよ
うな，辛抱強い移行によってのことでしかない。そしてここに到って私たち
は，私たちがそれであるこの大いなる「自己」というのは，内容の希薄なた
だの静止した「アートマン」であるのではなく，かえって個別的でもあれば
普遍的でもあり，普遍的でもあれば超越的でもあるような，一個の偉大で力
動的な，大いなる「霊魂」でもあるのだということを，あらためて発見する
のである。大いなる「自己」も大いなる「霊魂」も，精神の抽象的な一般化
によっては表現できないのだということ，聖仙や神秘家たちの霊感にみちた
記述の一切をもってしても，それらの内容と栄光は汲みつくせないのだとい
うことを，あらためて発見するのである。［20：280－282コ
　この普遍的な「力能」（神の意志）を我がものとして，なおかつこれを支
えてもいる私たちの最高の「自己」は，私たちの「自我」にもとつく自己で
あるのでも，私たちの人格的な「自然」であるのでもない。それは，これら
のよりささやかなものどもも，その表面に浮かんだ流れゆくうたかたでしか
ないような，超越的かつ普遍的なものであるのだ。［20：90］
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⑤大いなるく霊魂＞Spirit
　「霊魂」は，「精神」を超えた大いなる「意識」として，「アートマン」と
して，大いなる「自己」として，つねに「神」との一体のうちにある。［22：
278］
　「霊魂」という言葉が指しているのは，「意識」の無限の力と無条件的な
「歓び」を湛えた，大いなる自立自存の「存在」もしくは「自己」である。
［13：144］
皿　絶対者〈ブラフマン〉の力動的展開一退縮と進化
①〈存在＞Beingと〈生成＞Becoming
　「絶対者」は，「存在」と「生成」という二つの項目を通してみずから自己
を顕現する。「存在」とは，根本的な「聖なるまことの現実」のことであり，
「生成」とは，一つの実効的な「聖なるまことの現実」のことである。「生成」
とは，大いなる「存在」の力動的な力能にして帰結のことであり，大いなる
「存在」の創造的なエネルギーにして創造的な進展のことであり，さらに言
えば，大いなる「存在」それ自身の姿なき不変の本質の，一貫して存在する
も可変的でもあるような形態にしてプロセス，プロセスにして帰結のことな
のである。［19：659］
　「神」のうちにあって，永久に変わることなく根源的にして永遠であり続
けるのが，神の大いなる「存在」であり，「神の力能」がさまざまな意識や
状態，さまざまな力や形態などを通して展開するのが，神の大いなる「生成」
である。永遠なる「神」は，大いなる「存在」そのものであるのに対して，
「時間」のうちにある万象世界や，万象世界にあって明らかなもの一切など
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は，いずれも，一つの大いなる「生成」そのものなのである。［22268］
　「存在」と「生成」，「一」と「多」は，いずれも等しく真であり，いずれ
も等しく同じきものである。「存在」は「一」であり，「生成」は「多」であ
るが，これはただ，いかなる「生成」も，みずからの「意識」の現象的「運
動」を通してみずから自己を多様なかたちで措定するような一なる「存在」
自身の，たがいに異なる多様な姿なのだ，ということでしかない。［12：137－
138］
②〈大母神，ザ・マザ→The　Mother
　私たちが「大母神，ザ・マザー」として仰ぐお方は，ありとあらゆる実在
を支配している神の大いなる「意識ある力」そのものであるが，このお方は，
みずからは一なるものでありながらも，また同時に，まことに多くの側面を
かかえてもおられるところから，その動きをとらえることは，もっとも俊敏
な精神をもってしても不可能であり，このうえもなく自由でこのうえもなく
広大な知性をもってしても，不可能である。「大母神，ザ・マザー」は「至
高者」の意識および力そのものとして，ご自分の生み出すもの一切を高く凌
駕している。［25：19］
　この万象世界と個人のうちにあって働くと同時に，この万象世界と個人を
ひとしく超えてもいるような「神の力」が存在している。「大母神，ザ・マ
ザー」は，これらのもの一切をその高みから支えながらも，私たちの身体の
うちにあっては，ここ地上における生（生命・生活）の変容をもたらすべく，
この「物質界」ではまだ表現されていないものを引きおろそうと努めてもお
られるのである。一だから私たちは，「大母神，ザ・マザー」とは，私た
ちの生の変容と新しい表現のためにここ地上で働いておられる，「神の聖な
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る生成力」ザ・ディヴァイン・シャクティそのものにほかならないのだと見
なす必要があるわけである。［25：49－50］
　「大母神，ザ・マザー」には，超越・普遍・個別という〈三つの存在仕方〉
があるのであるが，それらについては，私たちが，私たち自身をも世界をも
等しく根底で支えている「意識ある力」そのものに，まざまざとした一体感
を覚えるようになったときに，はじめて気づくようになるのである。一つは
〈超越的な存在仕方〉で，「大母神，ザ・マザー」は，至高の根源的「生成力」
として，もろもろの世界を超えて存在し，天地万物を「至高者」のつねに未
顕現の神秘に結びつけている。いま一つは〈普遍的な存在仕方〉で，「大母
神，ザ・マザー」は，普遍的かつ宇宙的な「生成の大母神」マハーシャクティ
Mahashaktiとして，これらすべての存在者を創造し，これら無数のプロセ
スと力のすべてを己が懐のうちに収めながらそれらのなかに入りこみ，それ
らすべてを支えながらそれらすべてを指揮監督している。そして最後は〈個
別的な存在仕方〉で，「大母神，ザ・マザー」は，今述べた二つの，己れ自
身のより広大な実在仕方がもつ力能を一身に具現したものとして，これら二
つの実在仕方を私たちに身近な生命あるものとすることで，人間としての人
格と神としての「本性」の仲立ちをしているのである。［25：20］
③〈大母神，ザ・マザー〉とく主，イーシュヴァラ〉
　「大母神，ザ・マザー」は「神（カミ）」の意識にして力であるが，「大母
神，ザ・マザー」は，みずからの「意識ある力」を通して存在している「神」
ご自身なのだと言いかえてもよい。じっさい，宇宙の主（催神）としての
「イーシュヴァラ」とても，宇宙の「生成力，シャクティ」としてみずから
の傍らに寄り添う「大母神，ザ・マザー」ご自身のうちより生まれるのであ
り，そのかぎりでは，宇宙の「主，イーシュヴァラ」とても，「大母神，ザ・
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マザー」と並ぶ「神（カミ）」ご自身の一面にすぎない。［25：65］
④〈大母神，ザ・マザーのカ＞The　Mother’s　Force
　私が「大母神，ザ・マザーの力」と言うときには，それ自身のうちに「無
知」に属することどもをかかえた「プラクリティ」の「力」のことを指して
いるのではなく，かえって上からくだって自然を変容する，「神」のより高
次な「力」のことを指している。［25：139］
　「無知」をとり除いて，「自然」を「神の聖なる自然」へと変えてしまうの
は，まさしく「神の聖なる力」にほかならない。［25：139］
　新しい意識の成長に伴ってみずからも成長をとげて，その新しい意識が姿
を明らかにして己れを完成するのを手助けするような，そういう力が存在し
ている。この力が「ヨーガ・シャクティ」である。それは，ここ，私たちの
内なる自己のあらゆる「センター（チャクラ）」でとぐろを巻いて眠りこけ
ているのであるが，私たちの存在の基底部には，「タントラ」で「クンダリ
ニー・シャクティ」と呼ばれるものが潜んでいる。しかし，この「ヨーガ・
シャクティ」は，私たちの頭上にも，「神の力」として存在していて，そこ
ではそれは，とぐろを巻くことも，たたみこまれることも，眠りこけること
もないままに，かえってゆったりと身を広げながら，静かに潜在力をたたえ
て目覚めている。つまりこの力は，そこにあって，顕現に備えているのであ
る。私たちが自分を開かなくてはいけないのは，ほかでもなく，まさにこの
力はすなわち「大母神，ザ・マザー」の力に対してなのである。この「大母
神，ザ・マザー」の力は，精神においては，神的な力もしくは普遍的な精神＝
ガとしてみずからを顕現しては，ヨーガによる精神＝力として，人格的な精
神では行いえないようなことがら一切を行うことができるものとなる。また
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それが，生気的もしくは物理的（身体的）なものを通してみずからを同じよ
うに顕現して振舞えぱ，ヨーガによる生命＝力やヨーガによる身体＝力とな
る。この力は，これらすべての形態を通して目覚めては，外に向けても上に
向けても同じように溢れ出すことによって，みずからを下から湧き上がる広
がりとして拡大していくこともできるし，上からくだって，そこでさまざま
なことがらを成就する決定的な力となることもできる。つまりこの力は，上
からくだって身体のうちへとどっと入りこむことで，そこで働き，そこでの
支配を揺るぎないものとすることによって，みずからを上からくだる広がり
として拡大しては，それによって，私たちのうちの最基底部を私たちを越え
た最上層部に結びつけて，個人をある種の宇宙的普遍性に向けて解放したり，
個人を絶対性や超越性に向けて解放したりすることが，可能なのである。
［25：139－140］
⑤〈顕現＞Manifestation
　たしかに「絶対者」には，さまざまな関係からなる一つの「宇宙」を顕現
しなければならない義務が本性上あるわけではないが，かと言って「絶対者」
には，どんな「宇宙」も顕現してはならない義務が本性上あるわけでもない。
「絶対者」はそれ自体，単なる一個の空虚であるのではない。空っぽの「絶
対者」など「絶対者」ではないからだ。「空無」とか「零」といった私たち
の考えは，私たちの精神には「絶対者」を知ったり把握したりする力がない
という事実を示す，ただの概念的な徴でしかない。「絶対者」は，それ自身
のうちに，存在する一切と存在しうる一切がもつ，ある種の言語を絶した本
質性を湛えている。また「絶対者」は，それ自身のうちに，かかる本質性と
かかる可能性とをかかえているところから，また同時に，それ自身のうちに，
何らかの仕方で，己れの絶対性に発する恒常的な真理や内在的な真理をもか
かえているはずである。たといその真理が，私たちの実在や世界の実在にとっ
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て根本的であるようなもの一切の，ただの実現可能な潜在的事実でしかなかっ
たとしても，である。私たちが「顕現」という言葉で呼び，私たちが万象世
界というかたちで眺めるのは，ほかならぬこの，現実のものになった実現可
能な事実や，己れの可能性を繰り広げつつある，この，恒常的な真理なので
ある。［19：637－638］
　一切のものごとは，大いなる無限の「霊魂」が，それ自身の大いなる「存
在」とそれ自身の大いなる「意識」から，当の「意識」自身の，みずから自
己を実現し，みずから自己を決定し，みずから自己を充足させる大いなる
「力能」によって，みずから顕現したところのものにほかならない。［21；
756］
「創造」の営みとは，すなわち，顕現の営みのことである。［2568］
　「世界」というのは，私たちの意識には，その全貌を眺めたりその本質的
意義を理解したりすることはできないにしても，「かの聖なるまことの現実」
が，時間を通して漸進的にみずから自己を表現したもののことにほかならず，
「かのもの」が，一つの顕現として，進化をたどりながらみずから自己を展
開したもののことにほかならない。［18：464－465］
　世界という実在は，そっくりその全体が絶対者の顕現であるのに，私たち
の無知が，制限と無知をかかえた部分的顕現の行為主体となっているため一
その顕現の一部は，本来の，「存在」と「意識」と実在の「歓び」の，正し
い表現となっているのに，また別の一部は，本来の，「存在」と「意識」と
実在の「歓び」の，偽りの表現にしかなっていないのである。もしもものご
とのこうした状態が恒久・不変のものであったならば，もしも私たちの世界
がこうした円環の外に決して出られないものであったならば，もしもある種
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の「無知」がこの世の一切のことがらと一切の行為の，付帯的な状態という
のではなしに，決定的な原因であったならば，そのときには，個人の無知が
止滅するのは，個人が世界という存在から逃避したときでしかないことにな
り，宇宙的無知が止滅すれば，世界という存在も解体するしかないことにな
る。けれども，もしもこの世が，その根底に進化の原理をかかえているので
あれば，またもしも私たちの無知が，知識にむかって進化をとげている半知
識でしかなかったならば，物質的「自然」のうちにおける私たちの実在につ
いては，また別の説明や，また別の論点や霊的帰結が可能だということにな
り，したがってまた，この世におけるより偉大な顕現も，やはり可能なのだ
ということになる。［18：479］
⑥〈観念〉とくカ〉とく霊魂＞Idea，　Force　and　Spirit
　観念には一つの力がある一観念とは，その「力」が形をとったものにほ
かならないのだから，それは当然である。さらに，当の観念と力と言葉の
背後には，「霊魂」と呼ばれるものが控えている一「力」とは，その「霊
魂」が生み出したものにほかならないのだから，それは当然である。［24：
1262］
⑦　〈進化〉と〈退縮＞Evolution　and　lnvolution
　いやしくも進化が存在しうるためには，どうしてもその前に，すでに「神」
の退縮が存在していることが必要である。そうでなければ，進化が生まれる
かわりに，その前のことどものうちには含まれていなかったような新しいこ
とどもが，ただ継続的に創造されるだけのことになってしまい，そこから生
まれる不可避の帰結やプロセスにしても，一つの連続をなすのではなく，何
か説明不能の「偶然」とか，怪我の功名と言ってもいいような「力」とか，
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外から介入してくる「造物主」といったものによって，ただ気まぐれに意図
されたり，ただ奇跡的に思い描かれたりしたにすぎないような，（纏まりの
ないバラバラな）帰結やプロセスでしかないものとなってしまうだろう。
［17：18］
　進化という言葉は，それ自身に内在する意味はすなわち，それ自身の根源
にある観念のなかに，すでにしてなる退縮という必然をはらんでいる。…進
化をとげるもの一切は，大いなる物質的「自然」の殻のなかに，受動性と能
動性のいずれの相においてであれ，私たちからは隠されたかたちをとって，
深く巻きこまれていたのである。この身体を通してみずからを顕現する大い
なる「霊魂」も，はじめから，物質の全体に，また物質のあらゆる結節や形
成体や部分などに，巻きこまれているのにちがいなく，生命も，精神も，精
神を超えたどんなものも，物質的エネルギーのありとあらゆる働きのうちに，
不活性的な力能とか姿を隠した能動的な力能といったかたちで，潜んでいる
のにちがいない。［16：235］
　「超精神」は，外に向かって展開し，前に向かって前進し，陽の世界へと
顕在化していく発達と進化と顕在化の力能をもっているのであるが，この同
じ力能が，また同時に，内へと巻きこみ，なかへと包みこみ，陰の世界に畳
みこむ，退縮と隠蔽と内在化という別の力能を伴っているのである。ある意
味で，創造の営みの全体が，「大いなる霊魂」と「大いなる物質」という二
つの巻きこみもしくは退縮の働き同士の営みなのだと言ってもよいほどであ
る。「霊魂」のうちには一切が巻きこまれていて，そこから一切が「物質」
という対極へと身をほどきながら降下をとげ，「物質」のうちにも一切が巻
きこまれていて，そこから一切が「霊魂」という対極へと身をほどきながら
上昇をとげているのだから。［18：129］
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⑧＜進化＞Evolution
　大いなる「自然」の，「人間」を通しての漸進的な自己一顕現には，近代
語では，人間の進化という用語が当てられている。［20：5］
　進化というのは，大いなる「霊魂」が物質的意識の稠密性のただなかから
自らを漸進的に展開していく現象以外のいかなるものでもなく，「神」がこ
の見かけの動物的な存在のただなかからみずからを漸進的に啓示していく現
象以外のいかなるものでもない。［17：41］
　一切の進化は，本質的には，意識の力が，まだ顕在されていないものがも
つより大きな強度へと高まっていくように，「物質」から「生命」のうちへ
と，生命から「精神」のうちへと，精神から「霊魂」のうちへと，みずから
顕在的な存在を通して次第に高まっていくことに他ならない。［19：726］
　一切の進化というのは，「没意識」のただなかから現われた「多なるもの」
が，「無知」を辿りぬけて，みずからを意識した完全態へと向かっていくこ
とだという点からしたら，「唯一者」がみずからに自己自身の姿を漸進的に
啓示していく現象のことだと言ってもよい。［17：148］
　「唯一つの，大いなる存在にして意識なるもの」が，ここ「物質」のうち
に巻きこまれているのであるが，進化というのは，その「大いなる存在」が
自ら自己を解放するときの仕方のことである。「没意識」と思われるものの
うちに「意識」が現われ，一旦現われたと見るや，それは，ますます高いも
のへと成長すると同時に，ますます偉大な完成に向けてさらに拡大・発展を
とげるよう，みずから駆り立てられていく。「生命」が，この，意識の解放
の，第一歩である。「精神」が，その第二歩である。しかし進化は，「精神」
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でお終いになるのではなく，それはさらに偉大なものへの解放を，すなわち，
「霊的かつ超精神的な」意識への解放を，待ち受けている。進化の次の一歩
は，必然的に，「意識よりなる自己」の中心的力能としての，「超精神」およ
び大いなる「霊魂」の発達へと向かうよりほかはない。それと言うのも，そ
のときにして始めて，ものごとのうちに巻きこまれていた「神性」が自己を
完全に解放することになるからであり，生命が自ら完壁性を顕現することも
また可能になるからである。［26：95］
　「物質」から「精神」に到り，さらには「精神」を超えて進んでいく「自
然」のこのような地上的進化の営みには，二重のプロセスが伴っている。一
つはこの世への誕生をもってそれ自身の手立てとする，物理的進化の眼に見
える外向きのプロセスであって一それと言うのも，身体の，進化をとげた
どんな形態も，みずからのうちに進化をとげた独自の意識ある力をはらみな
がら，遺伝によって連続性を保っているからであるが，一いま一つは，進
化の外向きのプロセスと同時に働いている，魂の進化という眼には見えない
（内向きの）プロセスであって，これは，段階を追って順に上昇していくよ
うな形態と意識のうちに生まれかわることをもって，その手立てとしている。
［19：825－826］
　この世の万象世界を説明するに当たって，私は，私たちがここに実在して
いることの意義として，霊的進化という，この枢要な事実を提出した。霊的
進化というのは，「身体よりなる自己および意識」から，生命としての自己
に支配された「生気よりなる自己および意識」へと上昇をとげて，そこから
さらに，十全な発達をとげた人間を通して実現されるような「精神よりなる
自己（および意識）」へと上昇をとげたのちに，さらにそこから，精神レヴェ
ルの意識を超えた完壁な意識はすなわち「超精神よりなる自己および意識」
へと，したがってまた，「霊魂よりなる自己」を支える全一的統合の意識た
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る「真理；意識」へと上昇をとげていくような，一連の上昇のプロセスのこ
とである。「精神」が私たちの意識の最終的表現となりえないのは，「精神」
というのは，根本的には，知識を求めつつある一つの無知のことにほかなら
ないからである。私たちに真の全一的な「自己＝認識」と「世界＝認識」を
もたらしてくれるのは，ただひとり，超精神の「真理＝意識」だけであり，
私たちはこれを通してはじめて，みずからの「まことの自己」とみずからの
霊的進化の成就とに達することができるのである。［22：47］
IV　絶対者〈ブラフマン〉の精神（＝〈超精神〉）の顕現
　　〈神々〉の精神（＝〈上位精神〉）の顕現
①〈超精神〉と〈サッチダーナンダ＞Supermind　and　Sachchidananda
　「超精神」は，「サッチダーナンダ」と，より低次の創造物の中間に位置し
ている。ひとり「超精神」のみが，大いなる「神の意識」の自己決定的な
「真理」を含むがゆえに，「真理にもとつく創造」にとっては，不可欠のもの
である。［22：239］
　けれども無限の「実在」と「意識」と「至福」は，みずからを現象的存在
のなかに投げ入れなければならないわけではいささかもなく，かりにそうし
たからと言っても，もしもそれらが「超精神」という，言いかえるならば神
の「叡智」という，この第4の項目をみずからのうちに保持していたり，み
ずからのうちから，これを発達させて引き出したりするのでなければ，それ
らは，宇宙的存在となることもなく，固定した秩序も関係ももたないまま，
ただの無限の形象にとどまることになるだろう。どんな宇宙にも，「知識」
と「意志」の力が働いていて，この力が，無限の潜在性から一定の関係を定
めたり，種子から成果を育て上げたり，宇宙「法則」を支えるもろもろの強
力なリズムを繰り広げたり，もろもろの世界を，みずからそれらの永遠かつ
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無限の「預言者」にして「統治者」なるものとして眺めかつ治めたりしてい
るのにちがいない。この力は，実に，「サッチダーナンダ」自身より他のい
かなるものでもない。その力は，それ自身の自立自存の実在のうちにないも
のは，いかなるものをも創造することはないからである。…この自己限定の
力は，必然的に，境界のない「全一的実在」に備わった力である。…したがっ
て，このような「超精神」は，一方では，宇宙的な力と実在の一切に内在す
る「真理」もしくは「現実；観念」として，みずから無限なるものにとどまっ
たまま，他方では，これら宇宙的な力と実在の関係と順序とその表現の大筋
を決定し，結び合わせ，維持することを必要とするのである。［18：266－
267］
　上位精神および精神から「サッチダーナンダ」の完壁な経験に到る中間的
なステップを形成しているところの，意識の超精神的な地平を超えたところ
には，顕現された大いなる「霊魂」の最も偉大な高みが広がっている。たし
かにここにおいては，実在が多元性を通して行われる「唯一者」の決定にも
とつくことはいささかもなく，実在は，ひとり一者性を通して，全き同一性
をみずから顕現するばかりである。けれどもだからと言って，超精神の「真
理＝意識」がこれらの地平に存在していないということにはならないであろ
う。それと言うのも，「超精神」というのは，「サッチダーナンダ」そのもの
に内在する一つの力能であるのだから。［18：320］
②〈超精神＞Supermind
　したがって，「精神」より上位の能動的な「意志」と「知識」を支えると
ともに，もろもろの世界の創造の女神をも支える原理は，「唯一者」のかの
悠揚として迫らぬ姿勢と「多者」のこのように目まぐるしい流れをとり結ぶ，
媒介的な力能および存在状態なのだということになる。…
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　私たちはこの意識状態を「超精神」という名で呼びはしたが，この言葉は
曖昧である。それは，普通の精神構造からは超然とそびえていても，それと
は根本的に変わらないものという意味に受けとられるかもしれないし，ある
いは逆に，精神を超えるもの一切という余りにも幅の広い意味を帯びて，結
局はまた「言語を絶するもの」という意味をもちこむ結果にもなりかねない
からだ。その意味をもっと正確に限定してくれるような，何か副次的な説明
が求あられる所以もまた，そこにある。…
　私たちは…「真理＝意識」という副次的用語を受けとって，それによって
「超精神」というより伸縮性の高い語句の意味内容を明確にすることも，不
可能ではない。［18：122－125〕
　私たちがそれを「超精神」もしくは「真理＝意識」と呼ぶのは，それが，
精神のように，事物の見かけの姿と現象的分割を通して実在し，活動し，前
進するのではなく，かえって精神構造より優れた原理として，ものごとの根
本的真理と統一を通して実在し，活動し，前進するからである。［18：143］
　「超精神」というのは，その根源においては，唯一無二の力動的意識であっ
て，その本質においては，神的な「認識者」にして，「造物主」自身の無限
の「叡智」と無限の「意志」を不可分のかたちで併せもったものなのである。
［17－7］
　「超精神」の手の届く最も高い高みは，神的「叡智」はすなわち「霊智」
であり，それによって「神」が「万象世界」を認識し，支え，支配し，享受
するところの，「神」の「叡智と力能と光と至福を，一身に湛えたもの」な
のである。［17173］
「超精神」とは，内に含み外に展開する「ブラフマン」が，みずから自己
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を巨大なかたちで繰り広げたものである。［18：128］
　「超精神」というのは，まさにその本質においては，一つの「真理＝意識」
のことであって，（進化の途上で悪戦苦闘を続けている）次のような「無知」
には，つねに染まることのない意識のことである。すなわち，私たちの現在
の自然的実在や進化のうえでの実在などの基盤をなすとともに，私たちの自
然的本性がそれを脱して自己認識と世界認識にみずから達して，ついにはこ
の世における私たちの実在についての正しい意識とその善用に達しようと切
に努めてもいるような「無知」には…。「超精神」は，それ自身，一つの
「真理＝意識」であるところから，みずからのうちに，かかる内在的な知識
と，真の実在を支えるかかる知識＝力とを湛えているのである。「超精神」
の辿るコースはまっすぐで，自分の目標に直に赴くことができる。「超精神」
の活動舞台は広やかで，それは無限大の広がりに達することもできる。それ
は，「超精神」の本性が知識にあるからである。それは，あえて知識を獲得
するまでもなく，みずから知識を独自の資格で備えているからである。それ
の歩みは，没意識や無知のただなかから何らかの不完全な光のなかに分け入
る歩みであるのではなく，かえって真理からより大いなる真理に，正しい認
識からより深い認識に，直観から直観に，霊的照明から境界なき全き霊的照
明に，増大していく広がりから全き広大無辺と文字通りの無限とに，それぞ
れ到る歩みなのである。「超精神」は，その頂点では，神の全知と全能を我
がものとしているが，最後にはそれによってみずからの最も高い高みをはっ
きりと示すことになるような，それ自身に固有な階梯をたどる自己顕現の進
化の運動においてさえ，本性上，無知にも誤りにも染まることはないはずで
ある。「超精神」は，真理と光から出発して，つねに真理と光を通して進ん
でいく。その知識がつねに真であるように，その意志もまたつねに真である。
それは，ものごとの扱いにおいてもたつきを見せたり，その扱いのペースに
おいてつまずきを見せたりすることはない。「超精神」においては，感情と
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情緒が，それぞれの真理から離反することも，失策や誤りをおかすことも，
適正さと真正さを踏み外すこともなく，美と歓びを悪用したり，神的正確さ
から出外れたりすることもまた，ありえない。「超精神」においては，感覚
が，ここ地上においては，その無理からぬ不完全性ともなれば，私たちの無
知のせいで非難不信，乱用などの原因ともなるような，きめの粗さのなか
にひとを誘いこんだり，みずからそこに外れていったりすることも，ありえ
ない。「超精神」がもらす不完全な言明でさえ，さらなる真理に到る真理で
しかなく，「超精神」のおかす不完全な行為でさえ，完壁さを指しての一歩
でしかない。［16：41－42］
　「超精神」は，…創造の営みを支えて，一切を自分に引き寄せては，それ
ぞれが独自の自然法則に従っているように見える精神と生命体と物体の，こ
のように多様な見かけの背後に，一切を導く。［16：73］
　私たちの直接的な真理＝認識は…かの「超精神」一はすなわち，知識で
もあるような意志と執行力でもあるような知識一からやってくるのであり，
かかる「超精神」が，無限のなかから普遍的な秩序を生み出すのである。
［20：405］
　「超精神」は，それ自身の「力能」たちの顕現をしかるべく配備し決定し
ている「唯一無二の真理」であるため一その「力能」たちはすべて，全員
のうちにひそむ「唯一無二の意志」に従って，対立したり衝突したりするこ
とのない調和のなかで，多様なかたちをとった「一者」として働くのである。
［22：257－258］
　「超精神」というのは，そこにおいては神の「聖なるまことの現実」が完
全に顕現されて，もはや「無知」の道具立てとともに働くことがないような，
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「真理＝意識」のことである。つまりは，存在の絶対的境位に溢る（微動だ
もしない）真理が，ここでは，自立した完壁な存在の，エネルギーと活動に
みちた（力動的な）真理になるのである。［20：266］
　「超精神」は，私たちの知性にとっては超理性的なものであり，その働き
も，私たちの分析的理解にとっては秘密不可思議なものではあるが，それは，
非理性なかたちで神秘的であるようなものではいささかもなく，物質や精神
だけでなく，霊魂もまた根本的な現実なのであり，霊魂こそがいかなるとこ
ろにおいても普遍的な臨在者なのだということを認めさえすれば，むしろ超
精神の実在と出現こそが，実在の本質の論理的必然だということになる。一
切のものごとは，大いなる無限の「霊魂」が，それ自身の「存在」とそれ自
身の「意識」のうちより，当の意識の自己一実現と自己一決定と自己一充足
をこととする「力能」によって，みずから自己を「顕現」したものにほかな
らない。「無限者」は，それ自身の自己認識の力能によって，単に私たちの
感覚にとって存在している「物質的世界」のみならず，実在のどんな「地平」
においてであれそうした世界の背後に潜んでいるもの一切をも含あた，万象
世界一般を通して，自分に固有な存在顕現の法則を組織するのだと，言って
もよい。一切は，「無限者」によって，いかなる没意識的衝動のもとにおい
てでもなければ，精神の空想や気まぐれによるのでもなく，かえってそれ自
身の無限の霊的自由を通して，それ自身の存在の，おのずからなる真理と，
無限の潜在性と，そうした潜在性からみずからを創造しようとする自己創造
の意志とに従って，組織されるのであり，こうしたおのずからなる真理の法
則が，創造されたものたちをそれぞれの本性に従った行動と進化にむけて駆
り立てる必然となるのである。大いなる「知性」は一これに不十分な名称
を与えるならば一このようにみずから自己の顕現を組織立てる大いなる
「ロゴス」は，私たちにとっては最高のレヴェルと表現とを実現している意
識である物質的知性よりも，明らかに，知識の点では無限に偉大で無限に広
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大で，それ自身のおのずからなる力能という点でも無限に圧倒的で，それ自
身の自立自存の実在の歓びという点でも，それ自身の能動的な存在および営
みの歓びという点でも，ひとしく無限に壮大である。私たちが目下の目的の
ために，神的「超精神」とか，神的叡智はすなわち「霊智」といった名前を
与えるのは，それ自身においては無限であるも，それ自身の自己創造とそれ
自身の営みとにおいては，自由な組織力と自己決定な生命力とを備えた，ま
さにこのような知性に対してなのである。［21：756－57］
③＜真理＝意識＞Truth－Consciousness
　ものの本質からして，「究極の真理」を曇りのない目で眺めるような何か
機能とか原理といったものが，当然存在しているはずである。つまりは，
「究極の真理」という永遠の事実に対応する，何か永遠の認識機能といった
ものが。『ヴェーダ』では，そのような原理が存在するのだと言っている。
「究極の真理」をじきじきに眺あて，それをそのまま我がものにしてしまう
ような「真理＝意識」というのが，それである。［12：177］
　私はこの句（真理＝意識）を『リグ・ヴェーダ』から引いている一rtacit
は，存在の本質的真理（satyam）についての意識でもあれば，行為的存在
の秩序立った真理（rtam）についての意識でもあり，そこにおいて始めて
こうした意識も成り立つような，広大なる（brhat）自己への気づきでもあ
るような意識のことである。
　「真理＝意識」という言葉は，顕現された「真理」については，何をしな
くとも，即座に，しかもじかにこれに気づいてしまうために，「精神」がそ
うするように，わざわざそれを探し求めたりるするまでもないといった「知
識」意識のことを，意味している。［Guidance　1：275］
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　「超精神」の本質特性は，自分にもともと備わった自然的機能によって，
おのずと知ってしまうような，つまりは自分本来の光によって知ってしまう
ような，そういう「真理＝意識」にある。「超精神」は，知識に帰着するま
でもなしに，すでに知識を所有しているからである。［16：70］
　「真理＝意識」は，それによって「唯一者」がそれ自身の無限の潜在的多
様性の調和を顕現するときの一つの調整的な自己認識として，この世のいた
るところに現前している。［18：132］
それは，「無限者」に特有の自己確認の力能なのである。［19663］
④〈現実＝観念＞Real・Idea
　それ自体「力」そのものでもあるような「意識」こそが，「存在」の本質
なのであり，ある種の創造的な「知識＝意志」として明らかにされるような，
かかる意識を備えた「存在」こそが，「現実＝観念」とか「超精神」と言わ
れるものにほかならない。［18：189］
　現実＝観念というのは…それ自身において存在すると同時に，当の「真理＝
覚知」そのものの力によって自動的にみずから創造の業を行ってしまいもす
るようなものに気づいている，大いなる「存在」のことである。［19：767－
768］
　この「現実＝観念」というのは，おのずからなる実効性を備えた一種の真
理認識のことである。と言うのも，それは，「大いなる霊魂」そのものの観
念および意志として直々に働くことで，存在状態と存在行為の両面を通して
みずからを不可避的に成就するしかないような存在質料の運動を，現実に引
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き起こしてしまうもののことであるからだ。［19986］
　［「原因としての観念」というのは，］精神レヴェルの抽象的観念のことで
あるのではなく，かえって超精神レヴェルの「現実＝：観念」のことであり，
言いかえるならば，真理と力能の一切についての包括的了解と分析的理解を
併せもった気づき（覚知）へと身を投ずることによって，己れの自己認識の
うちに，自己顕現の意志と，みずからの蔵する潜在性と自らの採る形態の一
切を貫く「力能」を携えることになった，大いなる「存在」の，「意識」に
して「力」，「力」にして「歓び」のことなのである。［12：85］
⑤〈上位精神〉と〈超精神＞Overmind　and　Supermind
　インドの哲学体系は，意識の全く別々の二つの力能およびレヴェルをたが
いに区別することはなかった。つまり，私たちが「上位精神」と呼んでいる
意識の力能およびレヴェルと，私たちがまことの「超精神」もしくは「神的
叡智」はすなわち，「霊智」と呼んでいる意識の力能およびレヴェルが，そ
れである。だからこそ，彼らは，「マーヤー」（上位精神の「力」としての
「明智＝無明」）をめぐる混乱した考え方に陥って，これを至高の創造的力能
としてしまったのである。［22：250］
　「超精神」というのは，全き「真理＝意識」のことである。「上位精神」は
もろもろの真理を超精神から別々に引き出して，それらに別々の活動を与え
る。一たとえば，「超精神」においては，神的な「平安」と「力能」，神的
な「知識」と「意志」は，すべて一つであるのに，「上位精神」においては，
これらのどの一つも，分離独立した様相をとって，他のものから分離して，
みずからに固有な路線に従って実在し行動することが可能なものとなる，と
いった具合である。「上位精神」が「精神」にまで降下すると，これらのも
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のは，「無知」にして「無力」なるものと化してしまう。なぜなら，ここで
は，「知識」がそれを支える「意志」を欠いて到来することも，「平安」が
「力能」の行為などによってかき乱されることも，等しく可能になるからで
ある。［Guidance　1：256－57］
　「上位精神」というのは，その本性と法則から言って，「超精神の意識」が
「無知」にむけて派遣した使節のようなものである。［18：278］
　超精神という言葉が意味しているのは，分割および無知の原理の入り込む
余地のないような，「神の本性」が湛えている十全な「真理＝意識」である。
それはつねに，精神のどんな質料や精神のどんな運動よりも優れている，全
き光であり全き知識である。超精神と人間の精神の間には，意識の帯域や地
平や層が数多く横たわっている。上位精神は，そうした帯域のうち最も高い
帯域を形成していて，光と力能で溢れているのに，その上のレヴェルから見
ると，上位精神は，魂が分割不能の完壁な意識から身を転じて，みずから
「無知」の世界へと降下していくときの，その経過の一線をなしているので
ある。と言うのも，上位精神は大いなる「真理」そのものから（知識を）汲
んでいるとはいえ，「真理」の多様な様相や，もろもろの力や力の進展など
が，あたかもそれぞれにどれも独立した真理ででもあるかのように，互いに
分離し始めるのは，まさにここ，上位精神においてのことだからであり，こ
の分離のプロセスは，「ひと（魂）」が通常の「精神」，「生命」，「物質」へと
順に降下するにつれて，眼には見えない「真理」そのものからの，いよいよ
完全な分裂と断片化と分離のプロセスとなっていくのである。ここにはもは
や，本質的で全一的な，完全な調和と統一のうちにあるような知識は，と言
うよりもむしろ超精神の性格そのままに，永遠に一つであるがゆえに永遠の
調和のうちにもあるような知識は，どこにも存在しない。「超精神」のうち
では，精神が陥っている分裂と対立は終わりを告げて，分割と断片化をこと
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とする私たちの精神が生み出すもろもろの問題も消滅して，「真理」が一つ
の光り輝く全体としての姿をとっている。ところが「上位精神」のうちでは，
「無知」への事実上の転落がまだ始まっているわけではないが，この転落を
不可避のものにするような最初の一歩が，すでに踏み出されているのである。
［22：257］
⑥〈上位精神＞Overmind
　「上位精神」というのは，「超精神」の地平より下に広がるもろもろの地平
のうち，最も高い地平のことである。［24：1159］
　「上位精神」とは，「超精神」の言わば使節のようなもので，これが，私た
ちがここ地上で「物質」を通して暮らしているところの，現在の進化の世界
を支えているのである。もしも超精神が，創造の直々の「力能」としてはじ
あからここ地上で活動を開始したりしたら，私たちが現在眼にしているよう
な世界が成り立つことはないだろう。世界ははじめから神の「光」に満ちあ
ふれていたことであろうし，「物質」の没意識を通して進化が生まれるとい
うこともないだろうし，したがってまた，意識が「物質」を通して悪戦苦闘
しながら段階的に進化をとげるということもないだろう。だからこそ，意識
よりなる広大な世界の上半分，パラールダparardhaと，下半分，アパラー
ルダaparardhaの間には，一本の線が引かれているのである。そして上半
分は，「サット」（実在または存在）と「チット」（意識または知識）と「アー
ナンダ」（至福または歓喜）と「マハス」（超精神的なもの）から構成され，
下半分は，「精神」と「生命」と「物質」から構成される。この線が，上下
の仲立ちとしての「上位精神」なのであり，この「上位精神」は，みずから
は光り輝くものとしてありながらも，分割不能な「超精神」の「光」の全体
を私たちからは見えないようにし，みずからは間違いなくその「光」に依拠
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しているのに，それを受けとるときには，その「光」を，ありとあらゆる種
類のバラバラな様相，力能，多様性などのうちへと分割，配分，分散させて
しまうので，その結果，私たちが「精神」を通して到達するような，意識の
さらなる縮小をもってすれば，それらのどの一部をも唯一もしくは主たる
「真理」と見なして，その他すべての一部を，それに従属するかそれとは矛
盾するものと見なすことが，可能になってしまうのである。［22：243］
　「上位精神」は，時間と空間と関係の，巨大な集積と広漠たる広がりとを
通して，じっと静かに，着実に，全体的かつ包括的にものを眺める。「上位
精神」は，同様の仕方でものを創造しかつみずから働く。一それは，偉大
なる「神々」の世界であり，神的「造物主」の世界である。［24：1154］
　⑦〈上位精神〉とくマーヤ→Overmind　and　Maya
　私たちは「上位精神」を通して，本来の宇宙的「マーヤー」はすなわち，
「無知」にもとつく「マーヤー」ではなく「知識」にもとつく「マーヤー」
を，直ちに認識することができる。とはいえこの「マーヤー」は，「無知」
を可能にしもすれば不可避なものともした当の「力能」なのである。と言う
のも，もしも行為のうちへと弛緩した原理はいかなる原理も，自らに独自の
路線を辿って，みずからの帰結を果てまで成就するしかないのだとしたら，
分離の原理もまた，それ自身の路線を果てまで辿ることを許されて，それ自
身の絶対的帰結（分離と対立）に到らないわけにはいかないからである。
［18：284］
（やまぐち・やすじ　文学部教授）
